
 

 

NEWS  RELEASE  
 

平成２３年 ２月１０日 

気仙沼信用金庫 
 

 

カーボンオフセット通帳の導入について  

 

気仙沼信用金庫（理事長 菅原 務）は、カーボンオフセットの仕組みを利用した「カ

ーボンオフセット通帳」を平成２３年 ２月１４日より導入します。 

カーボンオフセット通帳の導入は、当金庫の環境保全活動の一環として実施するも

ので、今回は総合口座通帳1種類です。 

 

 

記  
 

 
 
１．カーボンオフセット通帳の仕組み  

当金庫が通帳を発注すると、発注した通帳の製造工程で発生するＣＯ2（カーボン）

を通帳発注先（株式会社 笠間製本印刷）が計量し、その排出量に見合う削減活動（ク

リーンエネルギープロジェクト）を、カーボンオフセットプロバイダに依頼して実質排出

量を相殺（オフセット）させる仕組みのことをいいます。 

 

２．投資するプロジェクト 

プロバイダはドイツの世界的なカーボンオフセット専門会社、クライメートパートナー

で、今回の投資対象とするプロジェクトは、水力発電（グァテマラ共和国）です。 

 

３．発注の流れ  

①通帳発注 ⇒ ②投資プロジェクト選択 ⇒  

③通帳発注先からプロバイダを通じ環境プロジェクト投資申込 ⇒  

④プロジェクト受付 ⇒ ⑤ＣＯ2削減 ⇒ ⑥プロバイダＨＰ掲載 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カーボンオフセットとは  

カーボンオフセットとは、炭素（カーボン）を相殺（オフセット）するとの意味で、

日常生活や企業活動において避けることができないＣＯ2等の温室効果ガスの排

出について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どうしても排出さ

れる温室効果ガスについては、排出量に見合った温室効果ガスの削減事業（自

然エネルギー利用や森林保護など）に投資すること等により、排出される温室効

果ガスを相殺させる、という考え方です。



 

 

４．クリーンエネルギープロジェクト  

当金庫は、通帳を発注する都度、６種類のＣＯ2削減活動（クリーンエネルギープロジ

ェクト）から投資するプロジェクトを選択します。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．通帳見本【別添】  

カーボンオフセット通帳には見本のように専用の表示を行います。表示されているプロ

バイダＨＰより管理番号を入力することで、当金庫が選択したクリーンエネルギープロ

ジェクトの種類等が確認できます。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林保護 

 
植林による森林再生や、森

林伐採を回避させる活動を

行っています。 

風力発電 

風の力で電気を起こしま
す。CO2 の発生がないクリ
ーンな発電方法です。 

水力発電 

 
流れる水の力を利用した発

電。CO2 の発生がないクリ

ーンな発電方法です。 

バイオマス燃料 

 
バイオマスを燃料に利用す

ることで、電気や熱を作り

ます。 

ガス利用 

石油生産時、副次的に発生

するガスを燃料として有効

利用します。 

有機廃棄物の堆肥化 

有機廃棄物を管理された条

件下で微生物分解し、堆肥

化させます。 



 

 

【別添】 

●通帳見本 

 
 

 

             
 

  
管理番号を入力すると企業

名と活動内容を見ることが

できます。 

 

 

 

 

 

プロバイダ（仲介業者）HP 

www.climatepartner.com/ 

 

 

 

カーボンオフセットの仕組

みを利用して発注した通帳

には、裏面にこのような表

示を行います。 

カーボンオフセットを実施した管理番号と証明書を確認できます。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 


